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はじめに
植民地期の朝鮮においては，農家の長男を中心とする大量の離村者が排出され，そしてそれ
を通じて朝鮮の農村や社会全体に大変動が引き起乙されることになった。しかも，その離村者
は朝鮮内の都市への移動だけでなく，「満州」への移動や日本への渡航をも余儀なくさせられ
るものであった乙とから，その及ぼした影響は朝鮮社会内部だけにとどまるもので、はなかった。
それだけに，植民地期朝鮮における農民層分解について研究する意義は極めて大きいものがあ
る。
ところが，従来の研究では，自作農や自小作農の減少と小作農の急増，および農家 1 戸当た
りの耕地面積の減少といった農民層の全般的没落傾向が朝鮮全体の特徴として明らかにされて
はいるものの，その分解傾向が植民地期を通じた朝鮮全体の特徴であるとされ，段階的な特徴
や生産構造の異なる農業地帯別の農民層分解の特徴はないのかどうかについて体系的・構造的
に分析したり，さらには農民層分解を研究する上で極めて重要な意味をもっ各農民階層(自作
農，自小作農，小作農)別の自作地，小作地別経営面積の動向について言及した研究はこれま
でほとんどなかったように思われる。周知のように，戦前期日本資本主義のもとでの農民層分
解については数多くのすぐれた研究があ♂その段階的・時期的特徴(大まかにいえば， 1900 
年代までの両極分解傾向と， 1900年代後半から 30年代にかけての自小作前進と結びついた「中
農標準化」傾向など)や地帯別特徴({近畿型〉地帯， {養蚕型〉地帯， {東北型〉地帯におけ
る差異)などが明らかにされているが，乙れに比べて，朝鮮における農民層分解についての日
本の研究水準は著しく立ち遅れているといえよう。
乙の原因のひとつとして統計資料の絶対的不足とその不備があげられる。朝鮮で農業統計が
一応の整備をみるのは，「土地調査事業」が終了した1918年以後の乙とである。だがそれも，
(1) 詳しくは，綿谷組夫「資本主義の発展と農民の階層分化J (東畑精一・宇野弘蔵編 r日本資本主義と農業』
岩波書店， 1959年，所収)，中村政則「大恐慌と農村問題J (1'岩波講座 日本歴史19.1岩波書店， 1976年，所
収入川東時弘「農民層分解の地帯類型と地主制の後退J (山崎隆三編『両大戦間期の日本資本主義.1 (上巻)
大月書店， 1978年，所収)などを参照されたい。
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例えば朝鮮総督府編『農業統計表』には，各農民階層別の自作地，小作地別経営面積の統計が
掲載されておらず，また33年以後になると調査方式が変更されて，地主甲(所有する耕地をす
べて小作に出し，自らは耕作しない地主)と地主乙(所有する耕地の大部分を小作させ，残り
一部を自耕作する地主)との区分がなくなり，しかも地主甲が統計から削除されるとともに，
地主乙も自作農の中に編入されてしまうといった欠陥がある。そのため，長期にわたっての正
確な累年比較はできない。しかも，乙の『農業統計表』はおそらく各道単位の農業統計にもと
づいて作成されたものであろうが，乙れらは第二次世界大戦中の混乱と日本の敗戦によって散
失し，各道で編まれた毎年の農業統計資料を日本ですべて見つけることは現在のところ不可能
な状況となっているのである。
本稿は，朝鮮全体の動向を概観するとともに，筆者が乙れまで蒐集したいくつかの道単位の
農業統計資料にもとづいて農業地帯別の農民層分解の特徴を，各農民階層別の 1 戸当たりの自作
地，小作地別経営面積の推移をも検討の視野に入れて考察しようとするものである。ただし，体
系的・構造的な研究のためには，各農家階層の具体的な経営分析とともに，朝鮮における各農
業地帯ごとの構造的変化やそのもとで、の地主制の存在形説)さらには農産物の商品化の中心を
なした米の流通機構やその価格形成の植民地的特殊性九どと関連づけて分析する乙とが不可欠
である。さらに，両大戦間期が朝鮮においては1919年の全民族的蜂起である「三・ー独立運動」
の勃発や20年からの大規模な「産米増殖計画」の実施，昭和恐慌からの打撃をまともに受けた
農業恐慌， 31年の「満州事変」以後のいわゆる 15年戦争のもとでの大陸兵姑基地化政策の遂行
など，政治的・経済的・社会的大変動期にあたっていることから，それらを踏まえた分析視角
が必要とされよう。だが，これらの点については今後の課題としたい。したがって，乙乙では
農民層分解についての単なる統計的検討を行ない，その考察は極めて断片的で現象的把握にと
どまらざるを得ない乙とを最初にことわっておきたい。その意味で，本稿は本格的な研究を行
なう上での基礎的な準備作業にすぎない。
I 朝鮮全体の動向
農業地帯別に検討する前に，朝鮮全体の農業生産構造とそのもとでの農民層分解について概
観してお乙う。
表 1 は農産物の作付面積の推移をみたものである。乙れによると，米の作付面積が一貫して
(2) 朝鮮における日本人の地主化過程とその存在構造については，浅田喬二『日本帝国主義と旧植民地地主制』
御茶の水書房， 1968年を，また朝鮮人地主の存在形態については，特に朝鮮南部に焦点を当てて地帯構造論的
アプローチから分析している宮嶋博史「植民地下朝鮮人大地主の存在形態に関する詩論J (飯沼二郎・萎在彦
編『植民地期朝鮮の社会と抵抗』未来社， 198辞，所収)を参照されたい。
(3) 乙の点については，林嫡潤『植民地における商業的農業の展開』東京大学出版会， 1971年，拙著『朝鮮にお
ける産米増殖計画』未来社， 1986年を参照されたい。
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第 1 位を占め，全体の27%から 28%台という高い比率を維持している。次いで多いのが大麦で，
14%台を終始維持している。第 3 位と第 4 位を占めているのが大豆と大麦で，それぞれ総作付
面積の12.9 -14.2%, 12.9-14. 1 %となっている。第 2 位から第 4 位までの作物の占める
比率にはそれほどの差はない。以下，比率は小さくなるが，小麦(5. 2 -6. 4 % ) ，小豆 (3.7
-4.9%) が続いている。特用作物では棉が目立つ程度である (2.4-3.7%)。 いずれの
主要作物の作付面積の比率も年によって若干の変動があるものの，順位に変化はない。強いて
いうならば，大豆，粟，小麦，小豆の占める比率が1930年以後若干低下していることぐらいで
あろう。
また，表 2 によって各農作物の生産額の推移をみると，米が圧倒的な地位を占めている。 19
28年から 30年までは，全体l乙占める比率が50%未満となってはいるが，それ以外の年はいずれ
も 50%を超えている。作付面積よりも生産額において米の占める地位がはるかに高いのは，米
の商品価値が極めて高い乙とを意味している。その他の作物は米と比べてかなり小さい。大麦
(7. 1 -11.0 % ) ，大豆(5. 9 -9. 3 % ) ，粟(5. 5 -8. 4 % ) ，小麦(2. 1 -4. 4 % ) ，棉(1.2 
-3.9%) ，小豆(1.5-2. 7%) などがその他の主要作物であるが，第 2 位の大麦でさえ生
産額では米の 5分の 1 以下にすぎない。またこの表からは，第 3 位以下の順位l乙変動があると
いうことと，年によって各農作物の占める比率の変動幅がかなり大きいということを指摘する
ことができょう。
以上のように，朝鮮農業における米作の地位は極めて高いことがわかる。乙の乙とから，植
民地期に朝鮮農業は米作モノカルチュア化が著しく進展していったとする見解が通説となって
いる。なるほど，作付面積，生産額の双方からみて米は圧倒的比重を占めている。だが，表 1 , 
表 2 からだけでは植民地期を通じて米作モノカルチュア化が一層進展していったとはいえない
ように思われる。
乙の点について，農業経営の多様性を示す 1 つの指標として，かつてアメリカの農業経済学
者L. c. グレイが提唱した「多様度指数J (Diversity lndex) というものがあ♂L 乙れは， 1 
未満の正の数の平方はもとの正の数よりも小さくなるという性質を利用した簡単な指数である
が，まず各農産物の生産額(作付面積)の，総生産額(総作付面積)に対する割合を求め，こ
れをさらに平万して得られた数の総和でもって 1 を除したものである。例えば，生産部門が全
部で n として，その生産額(作付面積)がそれぞれ α1 ， α2， α3，…・・・， αn ， 総生産額(総作
付面積)を Sn (Sn= α1+αz十α3+……+αn) とすると，多様度指数は，
侍J+倒z+働z++倒2 となる。したがって，農業生産部門の数と
それらの重要度とによって，多様度指数には大きな差が生じ，完全に 1 つの作物だけを生産し
(4) L. C. Gray; Introduction to Agricultural Economics , 1927, pp62-63. 
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河合和男
に小
'MH
様は植とし階るしのれろ本化朝経
営れ円引に多とがただ民あむ産きあ日卜の業経ぞ仁'のた化った農で
L
生持でて一期農
る業れ
fm
営い営い(やのい米維要つポ地の
な農そ年に経て経てる道もなてに重よス引
o
民心
くのは日'業し作しあのるしじ準がにク日る植中き体万四打農と単展でてす味通水うれエあ'作大全平
'ι'
々穀進うべ当意を高ほそ・でに米
は鮮のとれて遅米層よす妥を期がの'ノのうは数朝そるぞつが'一いがてと地合とてモたよて指たびみれあ展もになといこ民割こしの いのしよらそで進 期えこつう植 たそ米さ上おそ出おか'おのえ地いのに 'めい
o
の促以に
て算比額と工化い民は乙層とろ占てうへ 鮮れら成産るっか構生み「に比''ら一る成ははか一す構て数積一展のつ指面一進そた度付一がとあ様作一化数に多た;一様目成'ま移一多項作 '推一のののるりの営物そよあ数経作'にで指た農おれ制度まのなこ王様
2(L
年多
り表るるなぴあい
'3
とよでて侃表1
お数め
ι
は
1
指求年
に表度でお合'様ま場は多位却る
3
る
63
い表す第年て関数お
年 作付面積からみた多様度指数 農業生産額からみた多様度指数
1918 6.7663 3.4748 
1919 6.8599 3.1402 
1920 6.8719 3.3434 
1921 6.9996 3.5344 
1922 6.9587 3.3226 
1923 7.0087 3.4918 
1924 6.9687 3.6252 
1925 7.0309 3.4793 
1926 7.1285 3.2758 
1927 7.1454 3.4010 
1928 7.4381 4.0456 
1929 7.1750 3.9935 
1930 7.1591 3.6504 
1931 7 .2856 3.2434 
1932 7.3596 3.6510 
1933 7.3467 3.4921 
資料)表 1 ，表 2 から作成。
営が維持されてきたが，ではそ
のもとでの農民層分解はどのようなものであったのであろうか。次にこの点についてみてみよ
つ。
まず，耕作地を自作地，小作地別にみた表 4 によって土地所有状況をみてみよう。この表か
ら，次の点を指摘することができる。
(1) r土地調査事業」が終了し，農業統計が一応整備された1918年時点で，すでに小作地面積
は 219 万町歩で，火田(焼畑のこと) 15.4万町歩を除く耕地面積 434.2 万町歩の50.4%を占め
ている。そのうち沓(水田の乙と)の小作地面積と小作地率は99.8万町歩， 64.6%で，また田
(畑のこと)の場合はそれぞれ 119.1 万町歩， 42.6%であった。日本の場合，小作地率は20年
(5) 朝鮮では米を中心に日本へのモノ・エクスポート化が著しく進展している。例えば，米の生産額のうちで輸
移出額が占める比率は1915-17年平均の14.9%， 20-22年平均の20.0%から， 25-27年平均の35.9% ， 30-32 
年平均の42.3%へと急速に高まり，またそのほとんど (99.8%) が日本への移出によって占められている。さ
らに，総輸移出額l乙占める米のウエイトもそれぞれ36. 9% , 42. 1 %から52.4% ， 46.9%へと高くなっている。
これらの点については，前掲拙著134-136， 140-141ぺージを参照された L 、。
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資料
)
注)
河合和男
時点で全耕地で46.3%，田で51. 7%，畑で;40.8%で、あっ fiY このことから，朝鮮は日本 l乙比べ
て地主的土地所有が一段と進展していたといえるであろう。
(2) 沓についてみると，耕地面積は1922年以降一貫して増大している。そのうち，自作地は
27年までは明確な傾向を示してはいないが (21年までの増大， 22年から 24年までの減少， 25年
から 27年までの増大という動きを示す)， 28年以降は減少している。それに対して，小作地面
積は21年までは減少しているが，早くも 22年以降増大に転じている。その結果，小作地率も 21
年を底としてその後はほぼ一貫して上昇している。
(3) 田の耕地面積は25年， 26年を例外としていずれの年も前年よりも少なくなっている。乙
の乙とは，田から沓への地目変換がかなり行なわれた乙とを示すものであろう。自作地は22年か
ら 26年までは増大しているが， 27年以降は減少に転じている。また小作地は20年から 24年まで
は減少傾向にあるが，それ以降は増大に転じている。この結果， 25年までは減少傾向にあった
小作地率は26年以降になると急激に増大している。
(4) 全耕地では，自作地は1926年をピークにそれ以降は急激に減少している。また，小作地
は23年を底として，それ以降はほぼ一貫して増大している。小作地面積は23年から 32年までの
10年聞に30.2万町歩も増加し，しかもそれは総耕地面積の増加を上まわっているため，小作地
率も 23年の50.4%から 32年の56.4%へと 6.0 ポイントも上昇している。
以上のことをまとめると，朝鮮における地主的土地所有は日本と比べて一段と進展しており，
そのことはとりわけ沓についてあてはまるということ，そして沓については20年代前半以降に，
また田および全耕地については20年代後半以降に地主的土地所有が一段と進展していったとい
うことができょう。
次l乙，表 5 で農家の階級構成の推移をみると，次のような点を指摘する乙とができる。
(1) 地主甲(不耕作地主)は1920年を例外として終始一貫して増大している。とりわけ， 30 
年代に入ってからの増大は著しい。また，地主乙(耕作地主)は27年までは増大しているが，
それ以降は減少に転じている。乙の乙とは， 20年代後半以降になると手作地主から不耕作地主
への推転がみられるということを意味している。なお，表 4 と合わせて検討すると， 18年には
全農家の 3.1 %を占めるにすぎない地主層が全耕地の50.4% (沓64.6%，田42.6%) を所有し，
32年には全農家の 3.6 %を占めるにすぎない地主層が全耕地の56.4% (沓67.4%，田49.8%)
を所有している乙とになる。
(2) 自作農については， 1920年代中葉までは戸数・比率ともに緩慢な減少しか示さないか，
あるいは逆に増大している場合もみられるのであるが， 25年をピーク l乙減少へと転じている。
(3) 自小作農は，戸数では1919年， 27年， 30年，比率では27年を例外として減少傾向を示し
ている。特に， 32年の減少は際立つている。
(6) 安藤良雄編『近代日本経済史要覧』東京大学出版会， 1975年， 16ページ。
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(4) 小作農は戸数・比率ともに1919年を唯一の例外として終始一貫して増大し， 21年からは
総農家戸数の40%以上を占めるようになった。さらに32年には過半を占めるに至っている。
(5) 1926年から新たに統計に加えられる乙とになった純火田民，兼火田民は増大傾向にあり，
その比率も両者を合わせて26年の 3.4%から 32年の 5.3%へと高くなっている。
(6) 農家を専業と兼業に分類すると， 1924年以降専業が増大に転じ，逆に兼業は27年以降減
少するに至っている。このことは，他の就業機会の減少を意味している。
以上をまとめると，農家階級構成についての変化は1920年代後半にあらわれていることであ
る。それは，手作地主から不耕作地主への推転と，自作農，自小作農から小作農への転落にあ
らわれている。後者について，日本では1900年代後半から 30年代にかけて自作農と小作農の減
少，および自小作農の増大がみられfjZ と極めて対照的である。
次I乙，表 6 で農家 1 戸当たり耕地面積の推移をみてみよう。乙の表は耕地面積を農家戸数で
表 6 農家 1 戸当たりの耕地面積 (単位;町歩)
年 沓 田 計自作地 小作地 計 自作地 小作地 計 自作地 小作地 計
1918 0.207 0.379 0.586 0.609 0.452 1.061 0.816 0.830 1. 647 
1919 0.207 0.376 0.583 0.605 0.445 1. 050 0.812 0.821 1. 633 
1920 0.204 0.367 0.571 0.583 0.444 1. 027 o. 786 0.811 1. 598 
1921 0.207 0.365 0.572 0.590 0.440 1. 029 o. 796 0.805 1. 601 
1922 0.205 0.369 0.573 0.587 0.441 1. 029 o. 792 0.810 1. 602 
1923 0.205 0.372 0.577 0.592 0.440 1. 032 o. 797 0.812 1. 609 
1924 0.204 0.375 0.579 0.593 0.438 1. 031 o. 797 0.812 1. 609 
1925 0.201 0.373 0.574 0.588 0.435 1. 023 o. 789 0.807 1. 597 
1926 0.204 0.380 0.583 0.596 0.444 1. 039 o. 799 0.823 1. 623 
1927 0.203 0.378 0.581 0.547 0.479 1. 025 o. 750 0.856 1. 606 
1928 0.200 0.382 0.582 0.533 0.484 1. 017 o. 734 0.866 1. 600 
1929 0.198 0.385 0.583 0.516 0.493 1. 009 o. 714 0.878 1. 592 
1930 0.193 0.382 0.575 0.500 0.486 0.986 0.693 0.868 1.561 
1931 0.190 0.388 0.578 0.491 0.487 0.978 0.681 0.875 1. 556 
1932 0.190 0.391 0.580 0.483 0.484 0.967 0.673 0.875 1. 547 
」
資料)表 4 と同じ。
注) (1) 土地台帳未登録耕地見積り面積を含んでいない。
(2) 求めるさいの農家戸数については，地主甲，純火国民を含んでいない。
(7) 同上書， 15ページ参照。
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除したものであって，各農家階層の経営面積の推移を示したものではないが，一応の傾向を知
ることができょう。なお，表l乙は不耕作地主である地主甲はもちろん， 1918年以降統計に掲載
されるようになった火田面積と， 26年以降統計に掲載されるようになった純火旧民を除去して
求めており，累年比較ができるようにしてある。
沓については全体では増減の明確な傾向を示していないが，自作地では1921年をピークに減
少に転じている (26年， 27年を除く)。それに対して，小作地は21年を底としてそれ以降増加し
ている (25年， 27年を除く)。乙のことは，農家が自作沓の減少を小作沓の拡大によって全体と
しての耕地面積を維持していることを示している。
固については，自作地では1920年から 26年まではほぼ一定の水準を維持したものの， 27年以
降は急激に減少している。それに対して，小作地では25年までは減少， 26年から 29年までは増
大， 30年以降は再び減少するという動きを示す。しかも， 26年から 29年までの増加も自作地の
減少分を補うほどではなく，全体的には減少傾向にある。
この結果，農家 1 戸当たりの耕地面積は1926年までは増加傾向にあるものの (25年を除く) , 
それ以降は減少の一途をたどっている。すなわち， 20年代後半以降になると自作地の減少によ
って農家の経営状態が一層悪化していっているのである。
なお，時期はやや下るが， 1938年時点における各農民階層別の経営規模をみておこう。表 7
から次のことを指摘することができる。
(1) 各農民階層とも耕作規模が小さくなるにつれて農家戸数が多くなり(ただし，自作農は
5 反以下層に次いで多いのは 2 町歩以上層である。これはより実証的に検討しなければ断定で
きないが， 1938年時点ではすでに地主乙が自作農に編入されていることにもよるものと思われ
表 7 各農家階層の耕作規模別構成比 (1938年)
5 反以下 5 反-1 町 1 町-2 町 2 町以上 計
自 作農 30.1 21. 1 21.1 27.9 100.0 
自小作農 34.9 25.6 22.2 17.5 100.0 
小作農 43.3 25.8 18.0 12.9 100. 。
計 38.4 24.9 19. 7 17.0 100.0 
資料) 崖在錫『韓国農村社会研究.!l (伊必亜人，嶋陸奥彦訳，学生社， 1979年) 353ページ。
ただし，原資料は『朝鮮総督府調査月報』第 9 巻第11号， 1938年11月。
る) ，いずれも耕作規模 5 反以下層が最大の比率を占めている。
(2) 各農民階層とも 1 町歩未満の農家が過半を占めている。自作農で51. 2%，自小作農で60
.5%，小作農では69.1% となっており，全体でも 63.3%にも達している。これは，表 6 と同じ
方法によって得られる自作農，自小作農，小作農を合わせた1938年時点の l 戸当たりの平均耕
(8) この点については，崖在錫『韓国農村社会研究.!l (伊藤亜人，嶋陸奥彦訳，学生社， 1979年)353ページも参照。
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地面積1. 576 町歩，さらに被傭者(耕地をまったく所有せず，他の農家に雇用されて農業に従
事し独立の生計を立てている者)を加えた 1 戸当たり平均耕地面積1. 515町北も著しく事離
しており， 1 戸当たりの耕地面積から類推されるものよりもはるかに農家の現実の経営状態が
厳しかったことを意味している。
(3) 一般的に自作農，自小作農，小作層へとうつるにつれて経営規模の小さい農家が多くな
っているが，自小作農やさらには自作農といえども小作農よりも耕作規模のかなり小さい層が
多く存在している。小作関係農家(自小作農，小作農)が地主によって徴収される小作料その
他は平均して収穫高の約55%であるが，この点を考慮しても，小作関係農家よりも経営状態の
悪い自作農が広範に存在しているのである。
以上，本節では両大戦間期における朝鮮全体の震業生産構造についてみてきた。そ乙では，
米作中心の農業経営が維持されてきたが，地主的土地所有は1920年代後半に一段と進展し，ま
た同時に各農民階層の経営状態も悪化していったことが確認できた。しかも，各階層の経営l犬態
は農家 1 戸当たりの平常耕地面積から類推される経営状態よりもはるかl乙悪かったのである。そ
れでは，各農業地帯においてどのような農民層分解の特徴がみられるのであろうか。次節でこ
の点について検討してみよう。
E 農業地帯別の農民層分解
朝鮮における農業生産構造は，図 1 の
概略図からもうかがわれるように，地域
によってかなり異なっている。印貞植氏
はこれを田作地帯，沓・田混清地帯，沓
作地帯l乙分類 J? また久間健一氏は高原
地帯，山岳地帯，畑作地帯，稲作地帯，
島幌地帯l乙区分し，さらに各地帯をいく
つかの地域・地区に細分d その上で詳
細な実態調査研究を行なっている。
印貞植氏によれば，沓・田の耕地面積
比率および各農作物の生産比率からみて，
各農業地帯はそれぞれ次のような特徴を
ζ〉酬島
図 1 朝鮮概略図
(9) 朝鮮総督府編『農業統計表.1 (1939年版) 5-8 ページ。
(10) 印貞植『朝鮮の農業地帯』生活社， 1940年。
(11)久間健一『朝鮮農業経営地帯の研究』農林省農業総合研究所， 1950年。なお，同書は，久間氏が植民地時代
の朝鮮で小作官をしていた時に蒐集した膨大な調査資料にもとづいている。
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表 8 地帯別耕種組織 (単位 ;100町，%) 1934年-36年平均
有官 イ乍 麦 類 旦 類 雑穀類 特用作物 根菜類その他
面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率
全羅南道 1, 984 32.1 1, 804 29.2 332 5.4 509 8.2 582 8.4 975 15.7 
全羅北道 1, 693 47.8 873 24. 7 428 12.0 116 3.1 434 12.3 
沓
作 慶尚南道 1, 744 37.0 1, 806 38.3 334 7.1 310 6.6 522 11. 0 
土也
帯
慶尚北道 1, 892 29.6 2, 484 38.8 899 14.1 446 7.0 255 4.0 408 6.5 
忠清南道 1, 606 50.2 781 24.4 438 13.7 140 4.4 133 7.3 
京畿道 1, 985 40.2 1, 184 24.0 1, 030 21. 0 404 8.2 80 1.6 243 5.0 
沓・田 忠清北道 696 
29.3 843 35.4 394 16.5 166 7.0 159 6.7 131 5. 1 
混清 江原道 881 20.6 724 16.9 977 22.9 1, 362 31. 8 340 7.8 
地帯 黄海道 1, 338 19.0 1, 461 20.7 1, 740 24.1 2, 108 30.0 218 3. 1 180 2.5 
平安南道 856 17.8 683 14.1 989 20.6 1, 840 38.2 273 5.7 184 3. 7 
田
f乍 平安北道 932 19.4 55 1.1 1, 116 23.2 2, 320 48.3 146 3.1 137 4.9 
地 戚鏡南道 590 11. 8 452 9.1 939 18.8 2, 298 46.3 700 14.0 
帯
戚鏡北道 169 6.5 467 17.9 761 29.2 1, 002 38.3 212 8.1 
資料) 印貞植『朝鮮の農業地帯』生活社， 1940年， 43-44ページ。
注) 原資料は，久間健一氏の調査にもとづくもの。
もっている(表 8 をも参照)(1?
(1) 田作地帯一豆・粟・馬鈴薯地帯。朝鮮西部の平安南道・北道，北部の戚鏡南道・北道
の農業地帯をさす。ここでは密面積および稲の作付面積はともに全体の20%以下にすぎず，田
作が圧倒的に多い。生産額でみると，田作が平安北道を除いて農業総生産額の60%以上を占め，
なかでも雑穀が23%以上で(そのうち粟が全体の10%を超え，さらに戚鏡南道・北道では馬鈴
薯が全体の10%以上を占めている)，また豆類も 10%を超えている。それに対して麦類は少な
く， 10%未満となっている。
(2) 沓・田混靖地帯ー水稲・麦・豆・粟地帯。朝鮮中部の黄海道，江原道，忠清北道の農
業地市のことで，ここでは沓面積および稲の作付面積はそれぞれ全体の20~50% ， 20~30% を
占めている。生産額でも稲が40~60% を占め，田作と相伯仲している。田作のなかでは，麦類，
が生産額の10%を超え，豆類や雑穀類の比率も比較的に高い。ただし，馬鈴薯はほとんど作付
されていない。
(3) 沓作地帯一水稲・麦地帯。朝鮮南部の全羅南道・北道，慶尚南道・北道，忠清南道と
中部の京畿道の農業地帯をさす。ここでは沓面積が総耕地面積の50~70%にも達している。作
(12) 印貞植，前掲書， 39-44ページ。
河合和男
付面積では二毛作沓の割合が高くなっているために稲の占める比率は低下するが，それでも 30
%を超えている。また生産額でも稲が全羅南道を除いていずれも総生産額の60%以上を占めて
いる。また，田作では麦類が豆類や雑穀類，根菜類を完全に圧倒している。
以上のような特徴をもった各農業地帯の土地所有構造を1918-20年から 30-32年の期聞にお
ける小作地率， 1 戸当たりの耕地面積の変化についてみると表 9 のようになっている。
まず耕地面積では，全羅南道，慶尚南道，京畿道，黄海道がわずかに減少しているが，その
ほかの道はいずれも増大している。そのうち沓面積は黄海道を除いて増大しているのに対して，
田面積は忠清南道，戚鏡南道を除いていずれも減少している(ただし，黄海道は1920年代後半
に潅概面積が最も増えた地域である)。これは「産米増殖計画」で開墾・干拓や田から沓への地
目変換が行なわれた乙とによるものである。その結果，黄海道を除いていずれの道も沓面積比
率は乙の期聞に上昇している。また一般に南部から北部へうつるにつれて沓面積比率は低下し
ているが，南部でも沓面積では 1 位と 3 位を占める全羅南道や慶尚北道では田面積もかなり多
いためにその比率は50%程度となっている。
小作地率では，いずれの道も田よりも沓のほうがはるかに高い。沓ではもともと小作
地率が極めて高かった全羅北道と，平安南道・北道を除いてこの期聞に上昇している。特
に，沓作地帯の全羅南道，沓・田混清地帯の忠清北道，江原道，田作地帯の戚鏡南道・北道の
上昇率は著しい。また，田の小作地率はこの期聞にすべての道において上昇し，しかもそれは
沓の小作地率の上昇をはるかに上回っている。その結果，耕地全体でも小作地率はすべての道
でかなり増大し，特l乙 1918-20年時点で小作地率が相対的に低かった道で急激に小作地化が進
展している(ただし，小作地が過半を占めているとはいえ，沓作地帯のなかでは全羅南道に次
いで小作地率が低かった慶尚北道がこの期聞にわずか 2.1 ポイントの上昇にとどまったのは注
目される)。また，かなりばらつきがあるとはいえ，一般に朝鮮南部では小作地率は高く，北部
では比較的低いという傾向がみられる。
1 戸当たりの耕地面積についてみると，この期聞に増大しているのは京畿道と戚鏡南道のわ
ずか 2道にすぎない。それも自作地の減少を上回って小作地が増えた乙とによるものであって，
決して農家の経営条件がよくなっている乙とを意味しない。また平安南道は微減にとどまって
いるが，残りの10道はいずれも減少している。沓・田を合わせた 1 戸当たりの耕地面積は沓作
地帯，沓・田混清地帯，田作地帯にうつるにつれて大きくなってくるが，これは土地生産性の
差異と大きく関係しているように思われる。
ところで，宮嶋博史氏は朝鮮南部の朝鮮人大地主について，小作契約の締結万法(証書契約
か口頭契約か)，中間管理人の性格(地主と中間管理人との聞の契約が，管理人の権限を厳し
く規定した新式文記による契約なのか，それとも口約束による契約なのか)，借財理由(生産
的借財が多いのか，それとも非生産的借財が多いのか)などからみた経営の性格を検討した上
で，積極的な農業経営を行なう朝鮮人地主が全羅北道を筆頭に慶尚南道，全羅南道l乙密度濃く
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河合和男
存在していることからこれを「全北型地主J，また商品経済に消極的な対応しか示さない旧い
型の地主が京畿道，慶尚北道に多く存在している乙とから乙れを「京畿型地主」と類型化され
(13) 
ている(忠清南道は両者の混在地帯)。乙の場合，先の表 9 からもうかがわれるように，地主
的土地所有の進展度からみて，同じ「全北型地主」でも全羅北道と全羅南道との聞にも差異が
あり，また「京畿型地主」にも京畿道と慶尚北道とでは違っている。
紙幅の関係上，乙乙ですべての道の農民層分解について検討する乙とはできないので，各農
業地帯の中からいくつかの道を選ぶこととしたい。そ乙で，沓作地帯では平野部の多い全羅南
道，京畿道，および山間部の多い慶尚北道を，また沓・田混清地帯では江原道を，そして田作
地帯では平安南道を対象とし，それらを朝鮮全体との対比において検討してみたい(なお，
朝鮮の中では最も地主的土地所有が進展しており，また地主制研究でも最も進んでいる全羅北
道について，筆者は各農民階層別の自作地・小作地別耕地面積に関する統計資料をまだ入手し
えていないL
(1)農家階級構成の変化
全羅南道の場合(表10) ，農家戸数は1918年から3辞I乙かけて約 5万 1 千戸増大し，朝鮮全
体に占めるウエイトも 12.1%から 12.7%へと上昇している。 18年時点において自小作農は45.1
%を占め，小作農 (34.4%) よりも 10. 7ポイントほど多い。乙の点は全羅南道の特徴となって
いる。それに対して，小作農や自作農，地主のウエイトはいずれも朝鮮全体の平均を下回って
いる。ととろが， 2昨以降になると 27年を例外として終始一貫して自小作農は減少，小作農は
増加するという動きを示す。また地主乙は27年までは戸数，比率ともに増加し，自作農は戸数
では26年まで，比率では23年まで増加した後に減少するに至っている。乙のことは，自小作農
を中心l亡農民層分解が進展している乙とを意味しているが，それも 20年代中葉ごろまでは自小
作農から小作農への分解が基本的な流れで、あったものの，一部には自作農，地主乙への上昇も
みられたのであるが，それ以降は自小作農から小作農への転落が決定的になっている。なお，
32年においては朝鮮全体の傾向と同じで，地主乙から地主甲への推転や自小作農の急減，小作
農の急増といった動きがみられるが，自作農の増加は全羅南道の特徴のひとつであろう。
京畿道の場合(表11) ，農家戸数は 19年以降減少し (19年から 32年にかけて 7 千戸以上の減
少)，朝鮮全体に占めるウエイトも 18年の 9.2%から 32年の 8.1 %へと低下した。 18年時点で
すでに小作農は農家戸数の過半を占めており，朝鮮全体の平均をはるかl乙上回っている。しか
も，自作農のシェアも 9.1 %で全体平均の半分以下にすぎず，また自小作農のウエイトも低い。
それに対して，地主，とりわけ地主甲(不耕作地主)の比率は極めて高い。京畿道においては，
統計資料がほぼ整備された時点ですでに地主制が著しく発展していたといえよう。しかもその
後の動きをみても，自作農が22年から 25年にかけてわずかに増加傾向を示した以外は，自作農，
(13)宮嶋博史，前掲論文。
-114-
高
回
答
猫
盟
議
Fn 役一
司何
日脚
周回
ぬ璃
全
羅
南
道
に
お
け
る
農
家
階
級
構
成
F1
 
数
(円
)
4毒
成
比
(%
) 
地
主
甲
地
主
乙
自
作
農
自
小
作
農
小
作
農
火
田
民
地
主
甲
火
田
民
年
被
傭
者
合
計
地
主
乙
自
作
農
自小
作農
小
作
農
被
傭
者
合
計
純火
国民
(兼
火国
民)
純
火
田
民
(新
く田
民)
19
18
 
76
4 
4,
49
5 
60
,
89
0 
14
5,
31
5 
11
0,
64
5 
32
2,
10
9 
0.
24
 
1.
40
 
18
.9
0 
45
.1
1 
34
.3
5 
10
0.
00
 
19
19
 
63
1 
4 ,
05
8 
62
,
12
3 
14
7,
37
9 
11
0,
19
8 
32
4,
38
9 
0.
19
 
1.
25
 
19
.1
5 
45
.4
3
 3
3.
97
 
10
0.
00
 
19
20
 
53
6 
4 ,
09
9 
59
,
57
4 
15
0,
 7
96
 
11
7,
82
1 
33
2,
82
6 
0.
16
 
1.
23
 
17
.9
0 
45
.3
0 
35
.4
0
 
10
0.
00
 
19
21
 
60
7 
4 ,
31
8 
61
，却
O
14
7,
59
1 
11
7,
58
7 
33
1,
40
3 
0.
18
 
1.
30
 
18
.5
0 
44
.5
4 
35
.4
8
 
10
0.
00
 
19
22
 
51
0 
4 ,
56
4 
61
,
54
6 
14
4,
01
6 
11
7,
73
0 
32
8,
36
6 
0.
16
 
1.
39
 
18
.7
4 
43
.8
6 
35
.8
5 
10
0.
00
 
19
23
 
54
9 
4,
85
2 
64
,
08
2 
13
9,
36
0 
12
7,
02
6 
33
5,
86
9 
0.
16
 
1.
44
 
19
.0
8 
41
.4
9
 3
7 
.8
2 
10
0.
00
 
19
24
 
60
5 
4 ,
92
1 
64
,
32
9 
13
4,
06
4 
13
3，
叩
l
33
7,
82
0 
0.
18
 
1.
46
 
19
.0
4 
39
.6
9 
39
.6
4 
10
0.
00
 
19
25
 
66
7 
4 ,
99
7 
65
,
43
9 
12
9,
89
4 
14
3,
97
8 
34
4,
97
5 
0.
19
 
1.
45
 
18
.9
7 
37
.6
5 
41
.7
4 
10
0.
00
 
19
26
 
86
5 
5,
47
4 
65
,
52
2 
12
9,
21
2 
14
6,
62
8 
34
7,
70
1 
0.
25
 
1.
57
 
18
.8
4 
37
.1
6 
42
.1
7 
10
0.
00
 
19
27
 
75
0 
5 ,
82
4 
64
,
05
0 
13
2,
59
7 
14
6,
42
8 
76
7 
(1,
02
3) 
35
0,
41
6 
0.
21
 
1.
66
 
18
.2
8 
37
.8
4 
41
.7
9 
0.
22
 
(0
.2
9)
 
10
0.
00
 
19
28
 
81
0 
5 ,
 7
88
 
63
,
94
0 
12
9,
 7
35
 
14
8,
92
8 
65
6 
(1,
68
7) 
34
9,
85
7 
0.
23
 
1.
65
 
18
.2
8 
37
.0
8 
42
.5
7 
0.
19
 
(0
.4
8) 
10
0.
00
 
19
29
 
78
0 
5,
48
0 
64
,
05
8 
12
7,
51
8 
15
4,
42
2 
60
9 
(1
，3
生3
)
35
2,
89
7 
0.
22
 
1.
55
 
18
.1
5 
36
.1
3 
43
.7
6 
0.
17
 
(0
.3
8)
 
10
0.
00
 
19
30
 
77
5 
5,
39
5 
65
,
71
1 
13
0,
06
1 
16
0,
09
6 
41
7 
(1,
10
3) 
36
2,
45
5 
0.
21
 
1.
49
 
18
.1
3 
35
.8
8 
44
.1
7 
0.
12
 
(0
.3
0)
 
10
0.
00
 
19
31
 
85
4 
5 ,
54
2 
63
,
57
9 
12
8,
08
8 
16
6,
74
1 
46
8 
(
 6
98
) 
36
5,
27
2 
0.
23
 
1.
52
 
17
.4
0 
35
.0
7 
45
.6
5 
0.
13
 
(0
.1
9)
 
10
0.
00
 
19
32
 
1 ,
34
4 
4,
17
0 
70
,
45
0 
97
,
98
2 
19
8,
63
2 
49
6 
(
 8
20
) 
37
3 ,
07
4 
0.
36
 
1.
12
 
18
.8
8 
26
.2
6 
53
.2
4 
0.
13
 
(0
.2
2)
 
10
0.
00
 
19
33
 
73
,
85
2 
92
,
44
3 
19
2,
82
3 
19
,
 7
34
 
37
8,
85
2 
19
.4
9 
24
.4
0
 
50
.9
0 
5.
21
 
10
0.
00
 
19
34
 
73
,
96
0 
92
,
 7
85
 
19
2,
17
7 
22
,
99
1 
38
1,
91
3 
19
.3
7 
24
.2
9 
50
.3
2 
6.
02
 
10
0.
00
 
19
35
 
74
,
21
2 
95
,
44
8 
19
9,
82
4 
28
,
38
7 
39
7,
87
1 
18
.6
5 
23
.9
9 
50
.2
2 
7.
13
 
10
0.
00
 
19
36
 
74
,
55
4 
96
,
 7
75
 
20
0,
00
7 
28
,
01
9 
39
9,
35
5 
18
.6
7 
24
.2
3 
50
.0
8 
7.
02
 
10
0.
00
 
19
37
 
75
,
67
0 
97
,
41
4 
19
8,
 7
95
 
29
,
37
7 
40
1,
25
6 
18
.8
6 
24
.2
8 
49
.5
4 
7.
32
 
10
0.
00
 
19
38
 
76
,
46
9 
96
,
53
3 
20
2,
28
5 
28
,
59
7 
40
3,
86
7 
18
.9
3 
23
.9
0 
50
.0
9 
7.
08
 
10
0.
00
 
表
10
-H
H
印 1
全
羅
南
道
『
農
業
統
計
j
J
19
38
年版
。
資料
)
ト・
4
σ
コ
表
11
京
畿
道
に
お
け
る
農
家
階
級
構
成
F1
 
数
(戸
)
+帯
成
比
(%
) 
火
出
民
火
田
民
地
主
甲
地
主
乙
臼
作
農
自
小
作
農
小
作
農
被
傭
者
合
計
地
主
甲
地
主
乙
自
作
農
自小
作農
小
作
農
年
純火
旧民
(兼
火旧
民)
純火
田民
怖く
田民
)
19
18
 
4,
22
6 
6,
 1
95
 
22
,
13
7 
88
,
85
2 
12
1,
 7
22
 
24
3,
23
3 
1.
74
 
2.
55
 
9.
10
 
36
.5
3 
50
.0
4 
19
19
 
4,
57
3 
7,
54
3 
21
,
59
5 
87
,
27
7 
12
4,
43
8 
24
5,
42
6 
1.
86
 
3.
07
 
8.
80
 
35
.5
6 
50
.7
0 
19
20
 
3,
88
8 
8,
07
7 
20
,
41
8 
84
,
74
7 
12
6,
69
4 
24
3,
82
5 
1.
59
 
3.
31
 
8.
37
 
34
.7
6 
51
.9
6 
19
21
 
3,
87
3 
8,
66
0 
20
,
91
6 
84
,
54
5 
12
6,
63
3 
24
3,
62
4 
1.
59
 
3.
55
 
8.
59
 
34
.7
0 
51
.9
8 
19
22
 
3,
90
7 
8,
41
7 
20
,
26
5 
80
,
59
0 
12
9,
09
1 
24
4,
24
0 
1.
60
 
3.
45
 
8.
30
 
33
.0
0 
52
.8
5 
19
23
 
3,
74
9 
8,
 7
26
 
19
,
98
9 
77
,
33
4 
12
9,
71
9 
23
9,
51
7 
1.
57
 
3.
64
 
8.
35
 
32
.2
9 
54
.1
6 
19
24
 
3,
63
0 
8,
64
5 
20
,
49
3 
75
,
42
4 
13
0,
25
5 
23
8,
44
7 
1.
52
 
3.
63
 
8.
59
 
31
.6
3 
54
.6
3 
19
25
 
3,
42
7 
8,
17
6 
20
,
62
1 
73
,
69
7 
13
4,
10
0 
23
9,
61
2 
1
.4
3
 
3.
41
 
8.
61
 
30
.7
6 
55
.9
7 
19
26
 
3,
61
8 
9,
91
7 
19
,
20
7 
72
,
38
2 
13
3,
92
4 
23
8,
35
1 
1.
52
 
4.
16
 
8.
06
 
30
.3
7 
56
.1
9 
19
27
 
3,
59
6 
7,
77
0 
19
,
45
4 
68
,
 7
28
 
13
6,
95
2 
44
2 
(1,
77
0) 
23
6,
94
2 
1.
52
 
3.
28
 
8.
21
 
29
.0
1 
57
 .
80
 
0.
19
 
(0
.7
5)
 
19
28
 
3,
59
0 
7,
80
4 
19
,
18
3 
66
,
96
4 
13
9,
06
4 
51
2 
(1,
79
3) 
23
7,
11
7 
1.
51
 
3.
29
 
8.
09
 
28
.2
4 
58
.6
5 
0.
22
 
(0
.7
6)
 
19
29
 
3,
69
5 
7,
59
0 
18
,
65
2 
66
,
74
3 
14
0,
86
3 
37
8 
(1,
62
2) 
23
7,
92
1 
1. 
55
 
3.
19
 
7.
84
 
28
.0
5 
59
.2
1 
0.
16
 
(0
.6
8)
 
19
30
 
3,
66
1 
7,
26
7 
18
,
04
3 
64
,
37
3 
14
5,
 7
83
 
38
8 
(1,
66
1) 
23
9,
51
5 
1.
53
 
3.
03
 
7.
53
 
26
.8
8 
60
.8
7 
0.
16
 
(0
.6
9)
 
19
31
 
3,
63
2 
6,
97
9 
17
,
02
1 
61
,
56
5 
14
8,
 1
58
 
34
2 
(1,
24
6) 
23
7,
69
7 
1.
53
 
2.
94
 
7.
16
 
25
.9
0 
62
.3
3 
0.
14
 
(0
.5
2)
 
19
32
 
5,
51
7 
5,
01
4 
14
,
69
9 
51
,
34
5 
16
1,
 1
56
 
13
8 
(
 3
30
) 
23
7,
86
9 
2.
32
 
2.
11
 
6.
18
 
21
.5
9 
67
.7
5 
0.
06
 
(0
.1
4)
 
19
33
 
18
,
 7
89
 
49
,
21
9 
16
4,
39
2 
52
8 
4,
 7
34
 
23
7,
66
2 
7.
91
 
20
.7
1 
69
.1
7 
0.
22
 
19
34
 
18
,
74
6 
50
,
97
0 
16
4,
 7
90
 
49
8 
4,
60
1 
23
9,
60
5 
7.
82
 
21
.2
7 
68
.7
8 
0.
21
 
19
35
 
18
,
99
0 
52
,
27
3 
16
7,
31
4 
44
7 
4,
97
7 
24
4,
00
1 
7.
78
 
21
.4
2
 6
8.
57
 
0.
18
 
資料
)
京
畿
道
『
農
事
統
計
~
19
38
年
版
，
前
掲
「
農
業
統
計
表
』
各
年
版
。
被
傭
者
合
計
10
0.
00
 
10
0.
00
 
10
0.
00
 
l∞
.00
 
10
0.
00
 
10
0.
00
 
直
1∞
.00
 
D?
10
0.
00
 
主E
10
0.
00
 
凋
10
0.
00
 
10
0.
00
 
10
0.
00
 
10
0.
00
 
10
0.
00
 
10
0.
00
 
1.
99
 
10
0.
00
 
1.
92
 
10
0.
00
 
2.
04
 
10
0.
00
 
植民地期朝鮮における農民層分解
自小作農の減少，小作農の増加が続き，農民層分解における典型的な全般的没落傾向を示して
V'Iる。
慶尚北道については， 18年以降の統計をすべて入手することはできなかったが(表12) ，農
家戸数は31年まで増加し，朝鮮全農家戸数の12%台を維持している(ただし， 32年には朝鮮全
体の傾向とは異なり，前年よりも約 1 万 4千戸の脱農があったことは注目されるL 農家階級構
成についてみると， 23年時点でも自小作農が45.0%を占めており，朝鮮全体の平均よりも 10ポ
イントほど高くなっている。それに対して， IJ'fF農や自作農，地主のウエイ卜はともに低い。その
後の動きをみると，自小作農がほぼ一貫して減少している点は朝鮮全体の傾向と同じであるが，
慶尚北道の特徴は27年ごろまでは両極分解の傾向を示し，しかもそれが小作農への転落よりも自
作農への上昇が基本線となっている点である。すなわち， 23年から 27年にかけて自小作農は 6
ポイン卜の減少，小作農は 2.5 ポイントの増加となっているのに対して，自作農は 3.1 ポイン
トの増加となっているのである。また，自小作農と小作農のウエイトの逆転が生じるのは，朝
鮮全体では20年であるのに対して，慶尚北道では28年と遅く，しかも，朝鮮全体よりも l 年早
く 31年には自小作農の急減，小作農の急増，地主乙から地主甲への推転がみられることも慶
尚北道の特徴であろう。
江原道の場合(表13) ，農家戸数は 18年から 32年にかけて 3万 6 千戸以上増加し，朝鮮全農
家戸数に占めるシェアも 7.1 %から 7.7%に上昇している。農家階級構成については， 18年時
点で自作農，自小作農，小作農はともに32%前後を占めており，朝鮮全体と対比して自作農の
ウエイトが高い。このうち自小作農は19年に農家戸数の39.8%を占め，前年よりも一挙に 6.9
ポイントも増加したのに対してi 小作農は逆に 5.7 ポイントもウエイ卜を低下させている。そ
の後，自小作農のウエイトは低下し，また自作農も 24年をピークに低下しはじめるが， 20年代
末までは明確な農民層分解の傾向を示しておらず，また自小作農と小作農の比重の順位の逆転
も自小作農の急減，小作農の急増が生じた32年と遅くなっている。ただし， 28年以降自作農が
急激に減少していることは注目に値しよう。
平安南道の場合(表14) ， 31年まで農家戸数にそれほどの変動はみられない。また農家階級
構成についても， 18年時点で朝鮮全体と対比して自小作農や自作農の比重が高く，小作農のウ
エイ卜は低いが，その後の農民層分解についても自小作農，自作農の漸減，小作農の漸増とい
った傾向はあるものの，江原道と同様に緩慢な動きを示している。この点については，表 8 か
らもわかるように，商業的農業の中心をなした米の生産は少なく，主に雑穀類や豆類を生産し
ていたことと関係があるように思われる。ただし， 32年における自小作農の急減，小作農の急
増は朝鮮全体の変動を上回る激しきとなっている。なお，平安南道では地主のウエイ卜が高い
ことも特徴であろう。
(2) 小作地率の推移
18年時点における各道の耕地の小作地率は，朝鮮全体と対比して，全羅南道，江原道では沓，
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17
9,
27
2 
2,
32
5 
(1
，叩
1)
37
0,
12
0 
1.
07
 
2.
36
 
17
.9
2 
29
.5
9 
48
.4
4 
0.
63
 
(0
.5
1)
 
10
0.
00
 
19
32
 
4,
89
0 
8,
58
5 
61
,
45
4 
10
6,
32
7 
17
1,
80
5 
3,
17
9 
(2,
26
7) 
35
6,
24
0 
1.
37
 
2.
41
 
17
.2
5 
29
.8
5 
48
.2
3 
0.
89
 
(0
.6
4)
 
10
0.
00
 
19
33
 
72
,
55
7 
10
4,
32
6 
16
8,
21
1 
2,
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0 
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,
65
9 
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9,
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3 
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.1
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29
.0
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46
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2 
0.
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3.
24
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34
 
73
,
 7
38
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53
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5 
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,
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1 
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6,
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6 
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.7
1 
29
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2
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38
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3.
12
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00
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,
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6 
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資料
)
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謂
江
原
道
に
お
け
る
農
家
階
級
構
成
戸
数
(戸
)
4茸
成
比
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) 
火
田
民
火
田
民
地
主
甲
地
主
乙
自
作
農
自
小
作
農
小
作
農
被
傭
者
合
計
地
主
甲
地
主
乙
自
作
農
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作農
小
作
農
被
傭
者
合
計
年
純
火
田
民
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旧民
積
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周
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5 
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,
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8 
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,
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6 
0.
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19
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00
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6 
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7 
76
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9 
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22
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19
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,
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4) 
20
2,
18
1 
0.
35
 
2.
94
 
25
.5
4 
35
.8
1 
31
.3
5 
4.
01
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0.
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,
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0.
37
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.8
7 
33
.1
5 
4.
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0.
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0.
00
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8 
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,
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,
59
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(
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)
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50
,
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9 
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,
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5 
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,
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21
2 
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8,
96
3 
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.0
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43
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4 
2.
84
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00
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50
,
00
7 
65
,
96
6 
97
,
37
0 
6,
98
9 
22
0,
33
2 
22
.7
0 
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4 
44
.1
9 
3.
17
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0.
00
 
19
35
 
51
,
20
8 
68
,
 1
80
 
98
,
91
3 
7,
50
6 
22
5,
80
7 
22
.6
8 
30
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9 
43
.8
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3.
32
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00
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50
,
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8 
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,
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7,
85
7 
22
4,
13
7 
22
.4
3
 
30
.2
3 
43
.8
3 
3.
51
 
10
0.
00
 
表
13
ド
... c.o 
江
原
道
『
農
業
統
計
~
19
36
年版
。
各
項
目
の
合
計
と
合
計
欄
の
数
字
が
一
致
し
て
い
な
い
。
(1
) 
資料
)
注
菖 ロ》 凋主f
平
安
南
道
に
お
け
る
農
家
階
級
構
成
F1
 
数
(戸
)
構
成
比
(%
) 
火
国
民
火
閏
民
地
主
甲
地
主
乙
自
作
農
自
小
作
農
小
作
農
被
傭
者
合
計
地
主
甲
地
主
乙
内
作
農
自小
作農
小
作
農
被
傭
者
之仁泳1
三Il↓1
 
年
純火
田民
(兼
火田
民)
純
火
田
民
(帯
く田
民)
19
18
 
1,
83
8 
7 ,
13
7 
41
,
01
9 
68
,
69
9 
48
,
00
5 
16
6,
69
8 
1.
10
 
4.
28
 
24
.6
1 
41
.2
1 
28
.8
0 
10
0.
00
 
19
19
 
1 ,
89
0 
7,
40
9 
40
,
07
6 
68
,
31
0 
47
,
64
8 
16
5,
33
1 
1.
14
 
4
.4
8
 
24
.2
4 
41
.3
2 
28
.8
2 
10
0.
00
 
19
20
 
1 ,
93
2 
7,
71
5 
38
,
85
8 
68
,
23
2 
48
,
54
1 
16
5,
27
8 
1.
17
 
4.
67
 
23
.5
1 
41
.2
8 
29
.3
7 
10
0.
00
 
19
21
 
2 ,
17
0 
8,
 1
25
 
38
,
80
3 
66
,
93
7 
48
,
48
7 
16
4,
52
2 
1.
32
 
4.
94
 
23
.5
9 
40
.6
9 
29
.4
7
 
10
0.
00
 
19
22
 
2 ,
30
5 
8,
69
7 
37
,
41
9 
65
,
08
9 
50
,
82
4 
16
4,
33
4 
1.
40
 
5.
29
 
22
.7
7 
39
.6
1 
30
.9
3 
10
0.
00
 
19
23
 
2 ,
07
9 
8,
59
6 
36
,
52
6 
65
,
22
0 
52
,
32
0 
16
4,
74
1 
1.
26
 
5.
22
 
22
.1
7 
39
.5
9 
31
.7
6 
10
0.
00
 
19
24
 
2 ,
30
9 
8,
83
3 
35
,
55
3 
65
,
25
1 
52
,
87
5 
16
4,
82
1 
1.
40
 
5.
36
 
21
.5
7 
39
.5
9 
32
.0
8 
10
0.
00
 
19
25
 
2 ,
60
8 
9,
66
9 
35
,
57
3 
65
,
43
4 
55
,
67
2 
16
8,
95
5 
1.
54
 
5.
72
 
21
.0
5 
38
.7
3 
32
.9
5 
10
0.
00
 
19
26
 
2 ,
53
4 
9,
 1
89
 
34
,
46
0 
63
,
64
1 
53
,
35
3 
5,
32
9 
16
8,
50
5 
1.
50
 
5
.4
5
 
20
.4
5
 3
7.
77
 
31
.6
6 
3.
16
 
10
0.
00
 
19
27
 
2 ,
49
1 
9,
33
2 
34
,
33
0 
64
,
22
5 
55
,
 7
23
 
2,
87
4 
(
 5,
 1
02
) 
16
8,
97
5 
1.
47
 
5.
52
 
20
.3
2 
38
.0
1 
32
.9
8 
1.
70
 
(3
.0
2)
 
10
0.
00
 
19
28
 
2,
37
0 
9 ,
20
7 
33
,
88
8 
61
,
95
1 
56
,
59
3 
4,
30
3 
(
 8 ,
60
4) 
16
8,
31
2 
1.
41
 
5
.4
7
 
20
.1
3 
36
.8
1 
33
.6
2 
2.
56
 
(5
.1
1)
 
10
0.
00
 
19
29
 
2 ,
27
4 
9,
22
1 
33
,
58
6 
62
,
 1
67
 
57
,
59
5 
3,
80
0 
(
 8,
32
9) 
16
8,
64
3 
1.
35
 
5
.4
7
 
19
.9
2 
36
.8
6 
34
.1
5 
2.
25
 
(4
.9
4)
 
10
0.
00
 
19
30
 
2 ,
11
7 
9,
30
0 
34
,
15
7 
60
,
26
7 
59
,
74
8 
3,
67
7 
(
 8,
70
3) 
16
9,
26
6 
1.
25
 
5
.4
9
 
20
.1
8 
35
.6
0 
35
.3
0 
2.
17
 
(5
.1
4)
 
10
0.
00
 
19
31
 
1 ,
97
4 
9,
27
5 
33
,
 7
77
 
59
,
01
6 
60
,
52
4 
3,
62
5 
(
 9,
17
5) 
16
8,
 1
91
 
1.
17
 
5.
51
 
20
.0
8 
35
.0
9 
35
.9
9 
2.
16
 
(5
.4
6) 
10
0.
00
 
19
32
 
5,
02
0 
8,
68
0 
33
,
32
3 
44
,
35
9 
80
,
81
4 
4,
91
3 
(12
,
48
8) 
17
7,
10
9 
2.
83
 
4.
90
 
18
.8
1 
25
.0
5 
45
.6
3 
2.
77
 
(7
.0
5)
 
10
0.
00
 
19
33
 
44
,
11
2 
42
,
25
9 
87
,
00
1 
6,
58
2 
97
5 
18
0,
92
9 
24
.3
8 
23
.3
6 
48
.0
9 
3.
64
 
0.
54
 
10
0.
00
 
19
34
 
43
,
00
9 
41
,
67
9 
87
,
52
6 
6,
95
2 
75
9 
17
9,
92
5 
23
.9
0 
23
.1
6 
48
.6
5 
3.
86
 
0.
42
 
10
0.
00
 
19
35
 
41
,
91
6 
42
,
25
3 
84
,
91
1 
6,
45
8 
66
1 
17
6,
19
9 
23
.7
9 
23
.9
8 
48
.1
9 
3.
67
 
0.
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0.
00
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資料
)
植民地期朝鮮における農民層分解
田ともに低く，京畿道では沓，田ともに高い。また，慶尚北道では沓の小作地率は低いが，田
および全耕地面積では高い。さらに，平安南道では田の小作地率は高いが，沓および全耕地面
積では若干低くなっている。だが程度の差はあれ，いずれの道においても沓の小作地率が田の小
作地率を上回っていることには変わりがない。各道についてやや詳しくみると，全羅南道の場
合，沓の小作地率は19年以降増加しているが，特に28年以降の増加は顕著で， 32年には朝鮮全
体の平均とほぼ等しくなるに至っている。これに対して，田では20年の急増， 23年の急減， 27 
年の急増というふうに激しく揺れ動いた後にほぼ横ばい状態となっていて，全体の平均よりも
かなり低い(表15)0 京畿道では，沓の小作地の場合，面積では23年まで，まだ比率では24年ま
で減少傾向を示し，その後も面積，比率ともに20年代末まで横ばい状態となっている。また田
の場合は，面積，比率ともに減少傾向にある。その後は増大に転じているものの，わずかな増
加にとどまっており， 18年時点の水準とほぼ同じとなっている。乙れは，もともと京畿道では
地主的土地所有が著しく進展していたことにもよると思われる(表16)0 慶尚北道においては，
20年代以降沓，田ともに小作地率は若干高くなってはいるが，全体的にみてほぼ横ばい状態と
なっている(表17)。江原道では，沓，田ともに26年までは小作地率は低下ないし，横ばい状態
となっている。また27年には，とりわけ田で小作地化が急激に進行するが，その後は停滞状態
となっている(表18)0 また平安南道においては，沓が27年を底にして以後は増加に転じている
のに対し，田の場合は24年を例外として19年以降増加している(表19)0 乙の点は，朝鮮全体の
傾向とはかなり異なっている。
(3) 各農家階層別の経営面積の推移
各農家階層別の自作地・小作地別耕作面積については，管見の範囲ではあるが，戦前におい
て東畑精一・大J 11一司両氏が産米の各農家階層間への分配量を検討する際に32年の統計を利用
df また戦後の研究においても両氏の用いた統計数字を引用するにとどまっていたように思わ
れる。
表20によれば， 34年時点での朝鮮全体における農家階層別の耕作面積のシェアは，自小作震
が最も高くて41. 2%を占め，次いで小作農が36.3% となっており，自作農(地主乙を含む)は
22.6% と最もウエイ卜が低い。乙のうち，自小作農については沓，田ともにほぼ同じウエイト
を占めているが，自作地では田のほうが，また小作地では沓のほうがウエイトが高くなっている。
また自作農(地主乙を含む)では田のウエイトが高く，逆に小作農では沓のウエイトが高い。
とりわけ盛だけでは小作農は自小作農を上回り 45%を占めている。
道別にみると，自作農(地主乙を含む)については全羅南道，慶尚北道，平安南道では沓，
仕掛東畑精一・大'"一司『朝鮮米穀経済論』日本学術振興会， 1937年， 86-87ページ。両氏は，資料として朝鮮
総督府農林局編 r朝鮮米穀要覧』を利用しているが，乙れには各年毎l乙農民階層別の自作地・小作地別面積が
全道にわたって掲載されている。しかし，アジア経済研究所図書資料部編『旧植民地関係機関刊行物総合目録
朝鮮編』アジア経済研究所， 1974年，によれば (84ページ)，日本には同資料は1934-40年版しかなしその
ため30年代前半以降の統計数字しかわからないという難者がある。
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自
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河合和リj
田を合わせると朝鮮全体の平均とほぼ同じウエイトを占めているが，全羅南道では沓のウエイ
トが低く，田のウエイトが高いのに対して，慶尚北道，平安南道ではその逆になっている。ま
た京畿道では沓，田ともに平均を大きく下回っており，しかもそのウエイトを次第に低下させ
ているのに対して，江原道では沓，田ともに平均よりも高い比率を占めている。
自小作農については，京畿道が田の小作地で朝鮮全体の平均を上回っている以外は沓，田お
よび自作地，小作地ともに平均を下回っており，しかもそのシェアを低下させているのに対し
て，それ以外の道の場合はいずれも平均よりも高い割合を占めている。このうち，全羅南道，
慶尚北道では沓のほうが田のウエイ卜よりも高いが，沓では自作地より制作地のほうが多いのに
対して，田については全羅南道で自作地のウエイ卜が高く，また慶尚北道では自作地の割合が
次第に低下した結果，自作地と小作地はほぼ同じ割合となっている。また江原道につい
ては，沓では自作地の割合が若干低下していった結果，小作地とほぼ同じ割合となっているが，
田では自作地のほうが多い。乙れに対して，平安南道では沓，田ともに小作地のほうが多い。
小作農についてみると，京畿道では沓，固ともに自小作農の耕作面積よりも多く，京畿道に
おける農業生産は主として小作農によって担われていたことがわかる。それ以外の道では沓，
田ともに朝鮮全体のレベルを大きく下回っている。特にそれは江原道についてあてはまる。ま
た沓については慶尚北道が，田については全羅南道が朝鮮全体の平均よりもかなり下回ってい
る。だが同時に，全羅南道，慶尚北道では小作農の沓の耕作面積が次第に増加していることも
注目される(その他の道については付表 1 を参照)。
(4) 農家階層別の 1 戸当たりの経営面積
最後に農家階層別の 1 戸当たりの耕作面積についてみると(表21) ，朝鮮全体では33年時点
で平均が1.59町歩であるが，自作農(地主乙を含む)が1.90町歩，自小作農が2.56町歩(うち
自作地1.25町歩，小作地1.31町歩) ，小作農1.04町歩となっている。自作農(地主乙を含む)
や自小作農では平均よりもそれぞれ19. 5% , 61. 0% も耕作面積が多いのに対して，小作農では
34.6% も少ない。
地域によって土地生産性がかなり異なっているので，階層別の耕作面積についての道別対比
はそれほど意味をもたない。そこで時系列な検討をすると(ただし，農民層分解に伴う農家戸
数の変動によって， 1 戸当たりの耕作面積は大きく変わってこよう)，自作農(地主乙を含む)
の耕作面積は京畿道と江原道では増加しているのに対して，全羅南道，慶尚北道では減少ない
し横ばl'\状態となっている。自小作農については29年から 31年にかけてほとんどの道で自作地
面積を減少させてはいるものの，傾向的には経営面積を拡大させている。これに対して，小作
農はほぼ例外なく経営面積を縮小させており，経営状態を一層悪化させている(その他の道に
ついては付表 2 を参照)。
乙うした結果，まず第 11乙，自作農(地主乙を含む)の経営面積と自小作農の自作地面積と
の格差は道ごとにばらつきがみられるようになった。すなわち，その格差は27年から 34年 lこか
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21
t、
a
C.
D 
資
料)
表
20
と
同
じ
。
注)
1)
未
登
録
耕
地
を
含
む
。
河合和リj
けて京畿道では o. 781 町歩から1. 189町歩へ，また江原道では 0.280 町歩から 0.477 町歩へと
拡大しているのに対して，全羅南道では 0.568町歩から0.192町歩へ，また慶尚北道では0 .402
町歩から0.230町歩へと縮小しているのである。
第 2 IL.，自小作農の小作地面積と小作農の経営面積との格差が逆転する乙とになった。すな
わち， 27年時点ではいずれの道においても小作農の経営面積のほうが大きかったが， 34年になる
と自小作農の小作地面積のほうが小作農の経営面積を上回るに至っているのである。こうした事
態は小作農の経営状態の一層の不利化を意味している。そして，乙れによって小作農を中心と
する朝鮮農家の日本への渡航や「満州」への移動が促進されていったので、ぁ 41!
おわりに
以上， 1920年代から 30年代前半にかけての朝鮮における農民層分解を統計資料にもと
づいてみてきた。乙の小論で地域的な差異があることは確認できたように思われる。さらに，
乙れまでみてきた個々の統計資料を詳細に吟味するとともに，その関連についても分析する必
要があり(例えば，表20と表21 との関連) ，また統計資料にあらわれた変化のもつ意味や要因
についても考察しなければならないが，すでに紙数もっきているので，これらについては今後
の課題としたい。その際に，冒頭でも述べたように，農業地帯別の各農家階層の具体的な経営
分析についても，地主制の存在形態や農産物の商品化の中心をなした米の流通機構やその価格
形成の植民地的特殊性などと関連づけて検討してみたい。
(15)朝鮮農家の地域別・階層別の流出形態に関する朝鮮全体にわたる調査はないが，南部の慶尚南道蔚山郡蔚山
且達里部落における3昨10月の調査にもとづいた資料として，日満農政史研究会東京事務局明鮮農村の人口
排出機構J 1940年がある。また，日本への渡航については萎在彦『在日朝鮮人渡航史JJ (朝鮮研究所『朝鮮
月報』別冊， 1957年 3 月)， r満州」への移動については松村高夫「日本帝国主義下における r満州』への移動
についてJ (11三田学会雑誌』第63巻第 6 号， 1970年 6 月)などを参照されたい。
-130-
意却
益遺
志議
一円
討ミ
NV 油
田
調
。
璃
(単
位，
町歩
)
自
作
農
自
作
農
(
地
主
乙
を
含
む
)
作
農
自
作
地
作
地
言十
道
計
自十
沓
計
計
名
年
沓
田
2十
沓
田
沓
回
田
沓
田
全
19
34
 
12
,
08
1 (
 7.
1)
 
7，
お2
(1
0.
8)
19
,
33
2 (
 8. 
1) 
21
,
65
1 (
12
. 
7) 
13
,
06
7(1
9.4
) 
34
,
71
8 (
14.
 6
) 
38
,
54
6 (
22.
 6
) 
日，
51
4(
割)
.0)
52
，回
0(
21.
9) 
60
,
 19
7 
(3
5.
3)
 
26
，日
1(
39
.4
)
86
,
77
7 (
36
.5
) 
98
,
27
7 (
57
.6
) 
33
,
61
3(4
9.8
) 
13
1,
 89
0 
(55
. 
4) 
jt
 
19
37
 
11
,
90
3( 
7.
0)
 
7,
21
7(1
0.
7) 
19
,
12
0 (
 8.
0)
 
1,
 
21
, 2
47
 (
12
.4
) 
13
，∞
7(
19
.3
) 
34
,
25
5 (
14.
 4
) 
37
,
86
5(2
2.1
) 
13
，叫
4(
19
.9
)
51
,
30
9(2
1. 
5) 
59
,
11
3 (
34.
 6
) 
26
,
45
1 (
39.
 2
) 
85
，日
4(
35
.9
)
l∞
，∞
7(5
8.5
) 
33
，8
84
(5
0目
2)
13
3,
89
1 (
56.
 1
) 
19
27
 
28
,
88
0 (
16
.9
) 
22
,
30
7 (
20
. 
7) 
51
,
18
7 (
18
. 
3) 
初，
70
4(
17
.9
)
29
,
10
9(2
7.0
) 
59
,
81
3 (
21
. 
4) 
62
,
78
5 (
36.
 7
) 
27
,
14
4 (
25
.2
) 
89
,
92
9 (
32
.2
) 
93
,
48
9 (
54.
 6
) 
56
，お
4(
52
.1
)
14
9,
74
2 (
53.
 7
) 
48
,
 80
9 
(28
. 
5) 
29
,
34
8(2
7.2
) 
78
,
 15
7 
(2
8.
0)
 
慶
19
28
 
25
,
21
6(1
4.6
) 
21
,
05
7(1
9.
7) 
46
,
27
3 (
16
.5
) 
35
，4
23
(却
5)
26
,
73
4 (
25.
 0
) 
62
,
15
7 (
22
.2
) 
日，
39
8(
29
.2
)
26
,
81
1 (
25.
 1
) 
77
,
20
9(2
7.6
) 
85
,
82
1 (
49.
 6
) 
53
,
54
5 (
50
.1
) 
13
9,
36
7 (
49.
 8
) 
61
,
82
6 (
35
.8
) 
32
,
23
8 (
30
.1
) 
94
，船
4(
33
.6
)
19
29
 
24
,
97
9 (
14
.5
) 
20
,
96
0 (
19
.8
) 
45
，幻
自(
16.
5)
34
,
87
2 (
20
.2
) 
26
，2
43(
24.
日)
61
,
11
5(2
2.0
) 
48
,
78
0 (
28
.3
) 
Z目，
37
8(
24
.9
)
75
,
15
7 (
27.
 0
) 
83
,
65
2(4
8.5
) 
52
,
62
1 (
49.
 8
) 
'13
6，
27
2(
49
目。)
63
,
79
5(3
7.0
) 
32
,
14
5(3
0.4
) 
95
,
94
0 (
34
.5
) 
南
19
30
 
24
,
74
5(1
4.2
) 
20
,
32
5 (
19
. 
4) 
45
,
07
0 (
16
.2
) 
34
，印
刷
19
.9
)
25
,
62
4 (
24
. 
5) 
60
，羽
8(
21.
6) 
49
，
問
(28
.4)
26
,
42
1 (
25.
 2
) 
75
，9
29
(幻
.2)
84
,
19
3(4
8.3
) 
52
,
 04
4 
(49
. 
7) 
13
6,
23
7(4
8.8
) 
65
,
26
3(3
7.5
) 
32
,
34
1 (
30.
 9
) 
97
,
60
4(3
5.0
) 
19
34
 
24
,
30
3 (
13
. 
6) 
19
，叫
8(
20
.1
)
43
,
75
1 (
15.
 9
) 
33
,
72
9(1
8.
9) 
22
,
80
6 (
23
.6
) 
56
,
53
5 (
20.
 6
) 
49
，3
68
(幻
7)
24
,
18
7 (
25.
 0
) 
73
，5
白
(2
6.
7)
83
，ω
7(
46
.6
) 
46
,
 99
3 
(48
. 
5) 
l鈎
，
09
0(
47
.3
)
70
,
86
3(3
9.8
) 
30
,
35
8 (
31
. 
4) 
10
1,
22
1 (
36.
 8
) 
J吋U1
 
19
34
 
17
,
78
7(1
0.9
) 
13
,
44
2 (
16
.2
) 
31
,
22
9 (
12
. 
7) 
23
,
02
4(1
4.2
) 
17
,
87
7(2
1.
5) 
40
,
90
1 (
16.
 7
) 
36
,
81
4(2
2.6
) 
18
,
10
2(2
1. 
8) 
54
,
91
5 (
22.
 4
) 
59
,
83
8 (
36
.8
) 
35
,
97
9 (
43.
 4
) 
95
,
81
7(3
9.0
) 
84
，羽
6(
52
.3
)
33
,
54
2(4
0.4
) 
11
8,
53
8(4
8.3
) 
南
19
37
 
17
,
53
0(1
0.
7) 
11
，0
お(
13
.4
)
28
,
56
4(1
1. 
6) 
20
,
56
1 (
12
. 
5) 
16
,
93
4 (
20
. 
5) 
37
,
49
5(1
5.
2) 
34
,
54
9(2
1.
0) 
12
,
52
0.(1
5.2
) 
47
,
06
9(1
9.1
) 
55
，1
10
(お
.6)
泊，
44
5(
お
.7)
84
，部
4(
34
.3
)
91
，ω
9(
55
.8
) 
42
,
02
4(5
0.9
) 
13
3,
63
3 (
54.
 2
) 
19
28
 
12
,
80
3 (
18
.2
) 
15
,
15
1 (
17.
1) 
27
,
95
4(1
7.
6) 
13
,
84
5 (
19.
 7
) 
19
,
82
2(2
2.4
) 
33
,
66
8 (
21
. 
2) 
14
,
74
7(2
1. 
0) 
17
,
78
9(2
0.1
) 
32
,
53
7 (
20.
 5
) 
28
,
59
3(4
0.6
) 
37
,
61
1 (
42
. 
5) 
66
,
20
4 (
41
. 
7) 
加，
97
8(
41
. 
2) 
35
,
73
6 (
40.
 4
) 
64
,
71
4 (
40.
 7
) 
忠
19
29
 
11
,
78
6 (
16
.2
) 
14
,
16
9(1
6.1
) 
25
,
95
5 (
16.
 3
) 
12
,
87
6 (
18.
 1
) 
18
,
25
6 (
20
.7
) 
31
,
 13
2 
(1
9.
6)
 
15
,
54
5 (
21
. 
9) 
19
,
26
3 (
21
. 
9) 
34
,
80
8 (
21
. 
9) 
28
,
42
1 (
40.
 0
) 
37
,
51
8(4
2.6
) 
65
,
93
9(4
1.
4) 
30
,
84
3 (
43.
 4
) 
36
,
43
9 (
41
. 
3) 
67
,
28
2(4
2.3
) 
19
30
 
11
,
80
9 (
16.
 6
) 
14
,
52
2(1
6.6
) 
26
,
33
1 (
16.
 6
) 
12
,
56
2(1
7.7
) 
17
，8
30
(加
4)
30
,
39
1 (
19.
 1
) 
15
，ω
2(
21
. 9)
 
19
,
32
4 (
22
.1
) 
34
,
92
5(2
2.0
) 
28
,
16
3(3
9.6
) 
幻，
15
3(
42
.4
)
白，
31
7(
41
.1)
31
,
18
3(4
3.8
) 
35
,
93
9(4
1.
0) 
67
,
12
2(4
2.3
) 
19
31
 
11
，3
白
(1
5.
9)
14
,
22
3(1
6.3
) 
25
,
58
9 (
16
.2
) 
12
,
42
5(1
7.4
) 
17
,
13
5(1
9.7
) 
29
,
56
0 (
18.
 7
) 
15
,
41
4 (
21
. 
6) 
19
,
25
1 (
22
.1
) 
34
，飴
6(
21.
9) 
27
,
84
0 (
39.
 0
) 
36
,
38
6(4
1.
8) 
64
，2
26
(4
0目
5)
32
,
14
5(4
5.1
) 
36
,
45
7(4
1.
9) 
68
，ω
2(
43
.3
) 
jt
 
19
32
 
11
,
23
9 (
15
.6
) 
13
,
93
6(1
6.0
) 
防，
175
(15
.8)
12
,
 12
1 
(16
. 
9) 
16
，5
ω(
19
.0
) 
28
,
68
2 (
18
.1
) 
15
,
58
1 (
21
. 
7) 
19，
お4
(2
2.
3)
34
,
 94
5 
(22
. 
0) 
27
,
70
2(3
8.5
) 
35
,
92
4(4
1. 
3) 
63
,
62
7 (
40.
日)
32
,
97
3(4
5.8
) 
37
,
12
1(4
2.7
) 
70
,
09
4(4
4.1
) 
19
34
 
11
，1
お
(1
5.
4)
14
,
01
5(1
6.2
) 
25
,
14
8 (
15.
 9
) 
12
,
08
6 (
16
.8
) 
16
,
05
9 (
18.
 6
) 
28
,
14
5(1
7.8
) 
15
,
71
4 (
21
. 
8) 
18
,
43
1 (
21
. 
4) 
34
,
14
5(2
1. 
6) 
27
，匝
拍(
38.
6)
34
,
49
0(4
0.0
) 
62
,
29
0(3
9.3
) 
33
,
14
0(4
6.0
) 
37
,
80
4(4
3.8
) 
70
,
94
4(4
4.8
) 
黄
19
34
17
,
33
7(1
2.7
) 
69
,
35
7(1
7.
0) 
86
,
69
3 (
15
.9
) 
19
,
30
3 (
14
.2
) 
77
,
46
1 (
19
. 
0) 
96
,
76
4(1
7.8
) 
28
,
06
6 (
20.
 6
) 
93
,
03
6(2
2.8
) 
12
1,
10
2 (
22
.2
) 
47
,
36
9(3
4.7
) 
17
0,
49
7(4
1.
8) 
21
7，
邸6
(4
0.
0)
71
,
66
7 (
52.
 6
) 
l槌
，
24
0(
41
.2)
 
23
9,
90
7(4
4.1
) 
海
193
7
19
,
02
4(1
3.5
) 
72
,
19
7(1
7.7
) 
91
, 2
21
 (1
6. 
6) 
20
,
84
4(1
4.8
) 
79
,
03
5 (
13.
 4
) 
的，
87
8(
18
.2
)
28
,
98
1 (
20.
 5
) 
89
,
29
6 (
21
. 
9) 
11
8,
27
7 (
21
. 
5) 
49
,
82
5(3
5.3
) 
16
8,
33
0(4
1.
2) 
21
8, 
15
5 
(39
..
7) 
72
,
25
5 (
51
. 
2) 
l飴
，
11
5(
41
.1
)
24
0,
37
0(4
3.7
) 
19
30
 
17
,
07
7(2
0.0
) 
79
,
 19
7 
(24
. 
5) 
96
,
27
4(2
3.5
) 
14
,
24
8 (
16
.7
) 
67
,
07
2(2
0.7
) 
81
,
32
0 (
19
.9
) 
14
,
17
2(1
6.6
) 
的，
571
(18
. 
7) 
74
,
74
2(1
8.
3) 
28
,
42
0(3
3.3
) 
l幻
，6
42
(3
9.
4)
15
6,
06
2(3
8.2
) 
39
，9お
(46
.7)
11
6,
78
4(3
6.1
) 
15
6,
70
9 (
38
.3
) 
平
19
32
 
17
,
34
5(1
9.6
) 
78
,
62
0 (
24
.5
) 
95
,
96
6 (
23.
 4
) 
14
，伺
2(
16
.5
)
66
，認
6(
20
.6
)
関，
98
7(
19
.8
) 
15
，幻
2(
17
.3
)
61
,
95
7(1
9.3
) 
77
,
22
9(1
8.8
) 
29
，8
73
(お
8)
12
8,
34
2(3
9.9
) 
15
8,
21
6 (
38.
 6
) 
41
,
15
5(4
6.6
) 
11
4,
57
6 (
35.
 6
) 
15
5,
73
1 (
38.
 0
) 
19
33
 
18
，幻
5(
20
.1
)
79
,
04
2 (
24.
 8
) 
97
,
31
7(2
3.8
) 
15
,
21
1 (
16
. 
7) 
64
，6
57
(割
).3
)
79
,
86
7 (
19
. 
5) 
15
,
99
4(1
7.6
) 
60
,
67
3(1
9.0
) 
76
,
66
7 (
18.
 7
) 
31
,
20
5 (
34.
 3
) 
12
5,
33
0 (
39.
 3
) 
15
6,
53
4 (
38.
 2
) 
41
,
45
7 (
45
. 
6) 
11
4,
14
9(3
5.8
) 
15
5，
印刷
38
.0
)
北
193
4
18
,
53
2(1
9.8
) 
76
,
71
9 (
24.
 3
) 
95
,
25
1 (
お
3)
11
,
94
4 (
12.
 8
) 
45
,
34
1 (
14.
 4
) 
57
,
28
5(1
4.
0) 
13
,
18
3(1
4.
1) 
45
，日
2(
14
.4
)
58
，6
防
(14
.3)
25
,
12
7 (
26
.9
) 
90
,
84
3(2
8.8
) 
11
5,
96
9 (
28.
 3
) 
49
,
91
2 (
53
. 
3) 
14
8，
凶2
(4
6.
9)
l併
，
94
4(
綿
.4
)
19
35
 
18
,
21
1 (
19.
 6
) 
76
,
94
2 (
24.
 4
) 
自5
，1
53
 (2
3. 
3) 
11
,
76
1 (
12.
 7
) 
42
，6
鎚(
13
.5)
日，
43
0(
13
.3
)
12
,
58
3 (
13.
 6
) 
42
,
31
1 (
13.
 4
) 
54
,
89
4 (
13.
 5
) 
24
，3
叫
(26
.2)
84
,
97
9(2
7.0
) 
10
9,
32
4(2
6.8
) 
50
,
29
1 (
54.
 2
) 
15
3,
23
4(4
8.6
) 
20
3，
5お
(49
.9)
成
19
31
15
,
30
6(2
6.6
) 
14
9,
61
4 (
43.
 3
) 
16
4,
92
0(4
0.9
) 
15
,
07
8 (
26
.2
) 
88
,
76
8 (
25.
 7
) 
10
3,
84
7 (
25.
 8
) 
13
,
67
3 (
23
.8
) 
60
,
88
1 (
17.
 6
) 
74
,
55
4(1
8.5
) 
28
,
75
2(5
0.0
) 
14
9,
64
9(4
3.3
) 
17
8,
40
1(4
4.3
) 
13
,
48
4 (
23
.4
) 
46
,
31
5 (
13.
 4
) 
59
,
79
9 (
14
.8
) 
南
193
4
15
,
75
7 (
26
. 
6) 
1印
，
62
2(
44
.9
)
17
6,
37
9(4
2.3
) 
15
,
05
8 (
25.
 4
) 
86
,
58
8 (
24
.2
) 
10
1,
64
6 (
24.
 4
) 
14
,
19
2(2
3.9
) 
62
,
49
7(1
7.5
) 
76
，6
鎚
(18
.4)
29
,
24
9 (
49.
 3
) 
14
9，
侃5
(4
1.
7) 
17
8,
33
4(4
2.8
) 
14
,
31
1 (
24
.1
) 
47
,
70
8(1
3.3
) 
62
,
01
9(1
4.9
) 
L主
19
34
7,
35
2(4
4.9
) 
11
6,
08
8 (
59
.3
) 
12
3,
44
0 (
58
.2
) 
3,
10
2 (
18
.9
) 
38
,
15
6 (
19
.5
) 
41
，お
8(
19
.4
)
2,
79
3(1
7.1
) 
お，
88
7(
12
.2
)
26
,
68
0 (
12.
 6
) 
5 ,
89
5 (
36.
 0
) 
62
,
04
3 (
31
. 
7) 
67
,
93
8(3
2.0
) 
3, 
12
3 
(1
9.
1)
 
17
,
68
4( 
9.
0)
 
20
,
80
7 (
 9.
8)
 
北
19告
7
7,
96
6(4
1.
5) 
11
2,
16
6(5
7.7
) 
12
0, 
13
2 
(56
. 
2) 
4,
03
9(2
1.
1) 
37
,
57
1 (
19
. 
3) 
41
，ω
9(
19
.5
) 
3,
49
2 (
18.
 2
) 
24
,
86
8 (
12
.8
) 
28
,
36
1 (
13目
3)
7,
53
1 (
39.
 3
) 
62
,
43
9 (
32.
 1
) 
69
,
97
0 (
32.
 8
) 
3，
印刷
19
.2
)
19
,
82
6 (
10
.2
) 
23
,
51
2(1
1. 
0) 
小
作
地
面
積
そ
の
他
の
道
に
お
け
る
農
家
階
層
別
の
自
作
地
付
表
1
勺与
朝
鮮
総
督
府
農
林
局
編
r朝
鮮
米
穀
要
覧
J
19
36
,
 
39
年
版
，
慶
尚
南
道
『
農
務
統
計
J
19
31
年
版
，
忠
清
北
道
『
農
務
統
計
J
19
3咋
版
，
平
安
北
道
『
農
業
統
計
書
』
各
年
版
，
1成
鏡
南
道
r農
業
統
計
書
J
193
3'年
版。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
，
そ
れ
ぞ
れ
沓
，
回
，
総
耕
地
面
積
κ
占め
る構
成比
!(
%)
.
資料
)
注)
炉
­ w
 
['.
.;)
 
道
自
作
農
(
地
主
乙
を
含
む
)
名
年
沓
田
全
19
33
1 )
 
1. 
21
 
0.
67
 
北
19
34
 
1.
11
5 
0.
66
9 
19
27
 
0.
60
9 
0.
47
1 
慶
19
28
 
0.
55
6 
0.
46
4 
19
29
 
0.
55
9 
0.
46
9 
19
30
 
0.
55
8 
0.
45
8 
南
19
33
1 )
 
0.
60
 
0.
48
 
19
34
 
0.
59
6 
0.
47
7 
忠
19
33
1 )
 
1. 
01
 
0.
76
 
南
19
34
 
0.
99
8 
o. 
75
4 
19
28
 
0.
65
6 
o. 
77
7 
19
29
 
0.
61
4 
O. 
73
8 
J忠
19
30
 
0.
61
3 
O. 
75
4 
19
31
 
0.
58
2 
0.
72
9 
北
19
32
 
0.
64
7 
0.
80
3 
19
33
1 )
 
0.
63
 
0.
80
 
19
34
 
0.
62
9 
o. 
79
2 
黄
19
33
1 )
 
0.
50
 
2.
00
 
海
19
34
 
0.
49
1 
1. 
96
3 
19
30
 
0.
33
4 
1. 
54
7 
平
19
32
 
0.
33
0 
1. 
49
6 
19
33
 
0.
35
0 
1. 
51
2 
北
19
34
 
0.
36
6 
1. 
51
5 
19
35
 
0.
36
0 
1. 
52
2 
戚
19
31
 
0.
21
6 
2.
11
1 
南
19
34
 
0.
23
9 
2.
44
0 
戚
19
33
1 )
 
0.
17
 
2. 
76
 
北
19
34
 
0.
16
6 
2.
62
5 
資料
) 注)
付
表
l
と同
じ。
1)
未
登
録
耕
地
を
含
台
。
計 1. 
88
 
1. 
78
5 
1. 
08
0 
1. 
02
0 
1. 
02
8 
1. 
01
6 
1. 
08
 
1. 
07
3 
1. 
77
 
1. 
75
2 
1. 
43
3 
1. 
35
1 
1. 
36
6 
1.
31
1 
1. 
45
0 
1. 
43
 
1. 
42
0 
2.
50
 
2.
45
3 
1. 
88
1 
1. 
82
7 
1. 
86
1 
1. 
88
1 
1. 
88
2 
2.
32
6 
2.
67
9 
2.
93
 
2. 
79
1 
付
表
2
そ
の
他
の
道
に
お
け
る
農
家
階
層
別
の
1戸
当
た
り
耕
地
面
積
(単
位;
町歩
)
自
作
農
小
作
農
平
均
自
作
地
小
作
地
計
沓
田
計
沓
田
計
沓
田
計
査
田
計
沓
田
計
0.
52
 
0.
32
 
0.
84
 
0.
93
 
0.
33
 
1. 
26
 
1. 
45
 
0.
65
 
2.
10
 
0.
62
 
0.
21
 
0.
83
 
0.
81
 
0.
32
 
1.
13
 
0.
51
9 
0.
31
3 
0.
83
2 
0.
92
4 
0.
32
4 
1. 
24
8 
1. 
44
3 
0.
63
7 
2.
08
0 
o.
印
6
0.
20
7 
0.
81
3 
o. 
79
4 
0.
31
4 
1.
10
9 
0.
32
8 
0.
31
1 
0.
63
9 
0.
67
2 
0.
29
0 0
.9
62
 
1.
∞o
 
0.
60
2 
1.
印2
0.
31
9 
0.
19
2 
0.
51
1 
0.
58
3 
0.
36
7 
0.
95
0 
0.
39
8 
0.
30
1 
0.
69
9 
o.
回
7
o.
却
l
0.
86
8 
0.
96
5 
0.
60
2 
1. 
56
7 
0.
41
0 
0.
21
4 
0.
62
4 
0.
60
6 
0.
37
5 
0.
98
1 
0.
38
7 
0.
29
1 
0.
67
9 
0.
54
2 
0.
29
3 
0.
83
4 
0.
92
9 
0.
58
4 
1. 
51
3 
0.
42
5 
0.
21
4 
0.
63
9 
0.
59
0 
0.
36
2 
0.
95
2 
0.
37
8 
0.
27
9 
0.
65
7 
0.
53
9 
0.
28
8 
0.
82
7 
0.
91
7 
0.
56
7 
1. 
48
4 
0.
41
8 
0.
20
7 
0.
62
6 
0.
59
6 
0.
35
8 
0.
95
5 
0.
40
 
0.
27
 
0.
67
 
0.
58
 
0.
2泡
0.
86
 
0.
98
 
0.
55
 
1. 
53
 
0.
47
 
0.
20
 
0.
67
 
0.
65
 
0.
35
 
1. 
00
 
0.
39
4 
0.
26
6 
0.
66
0 
0.
57
6 
0.
28
2 
0.
85
9 
0.
97
0 
0.
54
9 
1. 
51
9 
0.
46
6 
0.
20
0 
0.
66
6 
0.
64
0 
0.
34
8 
0.
98
8 
0.
49
 
0.
38
 
0.
87
 
o. 
79
 
0.
39
 
1.
18
 
1. 
28
 
o. 
77
 
2.
05
 
0.
61
 
0.
24
 
0.
85
 
0.
80
 
0.
41
 
1. 
21
 
0.
48
8 
0.
37
9 
0.
86
8 
o. 
78
1 
0.
38
4 
1.
16
5 
1. 
26
9 
o. 
76
3 
2.
03
3 
o.
印
6
0.
23
9 
0.
84
5 
o. 
79
2 
0.
40
4 
1.
19
6 
高
0.
28
5 
0.
40
8 
0.
69
3 
0.
30
4 0
.3
66
 
0.
67
0 
0.
58
9 
O. 
77
5 
1. 
36
3 
0.
43
1 
0.
53
1 
0.
96
2 
0.
51
8 
0.
65
2 
1.
17
0 
0.
28
4 
0.
40
2 
0.
68
6 
0.
34
3 
0.
42
4 
O. 
76
7 
0.
62
6 
0.
82
7 
1. 
45
3 
0.
43
3 
0.
51
2 
0.
94
5 
0.
52
1 
0.
64
7 
1.
16
8 
0.
27
7 
0.
39
3 
0.
66
9 
0.
34
4 
0.
42
5 
0.
76
9 
0.
62
0 
0.
81
8 
1. 
43
8 
0.
41
8 
0.
48
2 
O.
叩
O
0.
50
8 
0.
62
6 
1.
13
4 
ロヤ
0.
28
9 
0.
39
9 
0.
68
8 
0.
35
9 
0.
44
8 
0.
80
6 
0.
64
8 
0.
84
6 
1. 
49
4 
0.
41
7 
0.
47
3 
0.
88
9 
0.
50
7 
0.
61
9 
1.
12
7 
主E
0.
36
6 
0.
50
0 
0.
86
6 
0.
47
0 
0.
58
5 
1. 
05
5 
0.
83
7 
1. 
08
5 
1. 
92
1 
0.
38
4 
0.
43
3 
0.
81
7 
0.
52
2 
0.
63
2 
1.
15
4 
0.
41
 
0.
55
 
0.
96
 
0.
54
 0.
63
 
1.
17
 
0.
95
 
1.
18
 
2.
13
 
0.
37
 
0.
43
 
0.
80
 
0.
53
 
0.
64
 
1.
17
 
当面
0.
41
0 
0.
54
5 
0.
95
4 
0.
53
3 0
.6
25
 
1.
15
8 
0.
94
3 
1.
17
0 
2.
11
2 
0.
37
0 
0.
42
3 
o. 
79
3 
0.
52
7 
0.
63
2 
1.
15
9 
0.
35
 
1. 
43
 
1. 
78
 
0.
52
 
1.
71
 
2.
23
 
0.
87
 
3.
14
 
4.
01
 
0.
55
 
1. 
22
 
1. 
77
 
0.
62
 
1.
加
2.
42
 
0.
35
0 
1. 
40
6 
1. 
75
7 
0.
51
0 
1. 
68
9 
2.
19
9 
0.
86
0 
3.
09
6 
3.
95
6 
0.
51
6 
1. 
21
2 
1. 
72
8 
0.
59
5 
1. 
78
0 
2.
37
5 
0.
29
8 
1. 
40
3 
1. 
70
2 
0.
29
7 
1. 
26
7 
1. 
56
4 
0.
59
5 
2.
67
1 
3.
26
6 
0.
45
2 
1. 
32
2 
1. 
77
4 
0.
43
5 
1.
臼8
2.
08
3 
0.
40
0 
1. 
81
9 
2.
21
9 
0.
41
8 
1. 
69
8 
2.
11
6 
0.
81
9 
3.
51
7 
4.
33
5 
0.
39
1 
1. 
08
7 
1. 
47
8 
0.
42
8 
1. 
55
9 
1. 
98
7 
0.
45
4 
1. 
93
1 
2.
38
6 
0.
47
8 
1. 
81
2 
2.
29
0 
0.
93
2 
3.
74
4 
4.
67
6 
0.
37
6 
1. 
03
6 
1. 
41
3 
0.
42
7 
1. 
49
4 
1. 
92
1 
0.
35
6 
1. 
35
1 
1. 
70
6 
0.
39
3 
1. 
35
5 
1. 
74
8 
0.
74
8 
2. 
70
6 
3.
45
5 
0.
44
9 
1. 
33
0 
1. 
77
9 
0.
44
1 
1. 
48
8 
1. 
92
9 
0.
35
9 
1. 
30
4 
1. 
66
3 
0.
38
5 
1. 
29
3 
1. 
67
8 
0.
74
4 
2.
59
7 
3.
34
1 
0.
44
7 
1. 
36
1 
1. 
80
7 
0.
44
0 
1.
49
3 
1. 
93
3 
0.
27
7 
1. 
63
1 
1. 
90
8 
0.
25
1 
1.
11
8 
1. 
36
9 
0.
52
8 
2.
74
9 
3.
27
7 
0.
39
0 
1. 
33
9 
1. 
72
9 
0.
32
5 
2.
12
5 
2.
45
0 
0.
28
1 
1. 
61
6 
1. 
89
7 
0.
26
5 
1.
16
6 
1. 
43
1 
0.
54
6 
2.
78
2 
3.
32
8 
0.
29
2 
0.
97
2 
1. 
26
3 
0.
35
2 
2.
12
1 
2.
47
3 
0.
17
 
2.
24
 
2.
41
 
0.
16
 
1. 
38
 
1. 
54
 
0.
33
 
3.
62
 
3.
95
 
0.
26
 
1. 
45
 
1.
71
 
0.
23
 
2.
74
 
2.
97
 
o. 
16
1 
1. 
98
0 
2.
14
1 
0.
14
5 
1. 
24
0 
1. 
38
5 
0.
30
6 
3.
22
0 
3.
52
6 
0.
22
2 
1. 
25
4 
1. 
47
6 
0.
21
1 
2.
52
4 
2. 
73
5 
